
  

 

   

 

 

 

 

ジェネリック医薬品使用割合 80％に向けて 
～２月はジェネリック医薬品推進月間です～ 

 

国は、患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、令和２年９月までに後発医薬品（ジェネリック医薬品）

の数量シェアを８０％以上とする目標を定め、後発医薬品の更なる使用促進に取り組んでいます。 

全国健康保険協会（協会けんぽ）千葉支部においても、この目標達成に向けて様々な取組を進めております。

平成 31 年３月に千葉県と共催した「ジェネリック医薬品安心使用促進セミナー」では千葉県全体が一丸となったオー

ル千葉体制でのジェネリック医薬品使用促進を提言しており、現在、２月・８月を千葉県における「ジェネリック医薬品

推進月間」として県民への各種広報をはじめとした取組を行っています。 

ジェネリック医薬品の使用促進を進めることは現在 43.1 兆円（201７年度）と過去 30年の間で約 2.6 倍に増

加した国民医療費を抑えるために効果的な手段の一つであり、将来に向けた大切な取組となります。ジェネリック医薬

品の使用促進やその取組について、各種報道等で取り扱っていただくことが更なる使用促進に繋がりますので、ぜひ広く

県民の皆様に周知していただきますようお願いいたします。 

 

１．協会けんぽ千葉支部のジェネリック医薬品使用割合について 

 協会けんぽ千葉支部における令和元年９月のジェネリック医薬品使用割合は 77.3％と目標の 80.0％に向けて使

用割合は増加傾向にあり、患者の７割以上がジェネリック医薬品を使用している状況です。しかしながら、使用割合の

伸び率（対前年同月比）は 3.6 と鈍化傾向にあり、この傾向が続くと令和２年９月までのジェネリック医薬品使用

割合８０％の達成が困難となる見込みです（下図参照）。 
 

≪図１：協会けんぽ千葉市部におけるジェネリック医薬品使用割合の推移≫ 

 なお、協会けんぽにおいてレセプト分析を行った結果、設置主体別では診療所（院内）や大学病院における使用

割合が低くなっており、年齢別では０～19歳での使用割合が低いということが明らかになっています（参考資料１）。 

令和 2年２月１７日 

報道関係者各位 

事業所数 ： 約 78,000 社 
加入者数 ： 約 100 万人 
千葉県内最大の医療保険者です。 

 
伸びが鈍化 

 
残り 2.7％！ 
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２．「ジェネリック医薬品推進月間」における使用促進の取組について 

≪ジェネリック医薬品軽減額通知の送付（参考資料２）≫ 

①協会けんぽをはじめとした各保険者では現在使用している薬をジェネリック医薬品に切り替えた場合の軽減額を

通知する事業を行っています。なお、協会けんぽでは年２回８月と２月に送付しており、これまで18歳以上を対

象としていましたが、令和２年２月からは 15 歳以上の加入者を対象に送付いたします（協会けんぽ千葉支部

の加入者には２月 21日（金）に発送予定です）。 

②この軽減額通知については千葉県内の市町村や健康保険組合に同時期送付について協力をお願いしたところ

約７割の保険者から協力または検討いただけるとの回答をいただいており、県内の多くの家庭にこの通知が届くと

思われます。 

 

≪県民向け広報の実施（参考資料３）≫ 

①ジェネリック医薬品の使用促進にあたっては、県民の皆様の理解が必要となりますので、千葉県や健康保険組合

連合会千葉連合会と共同で千葉県内の主要路線を走る電車の中吊りを利用した広告を 2/17 から掲載してい

ます。また、WEB バナー広告も併せて実施しております。 

②2 月・８月の「ジェネリック医薬品推進月間」を中心に千葉県内の健康保険組合や市町村に広報の協力依頼を

行ったところ約７割の保険者から協力または検討いただけるとの回答をいただいており、２月の「ジェネリック医薬品

推進月間」に各種広報が実施される見込みです。 

 

≪医療機関や薬局を対象とした取組（参考資料４）≫ 

①ジェネリック医薬品の使用促進にあたっては病院や薬局の協力が必要不可欠となりますので、協会けんぽでは千

葉県と共同で病院や薬局への訪問を行い、使用促進に関する協力依頼のほか、抱えている課題等についてヒア

リングを行っています。 

②協会けんぽ千葉支部では、病院や薬局向けに自機関のジェネリック医薬品の使用状況を確認できるお知らせを

送り、ジェネリック医薬品に関する情報提供を行っています。薬局向けは令和元年８月に、病院向けには令和２

年２月に送付しています。 

 

 

【後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは】 
毎年、新しい成分の薬が開発され、販売されます。これらの新薬は９～１７年もの歳月と、数百億円以上の費用をかけて開発されるので、新薬を開発

した会社には、特許権があって一定期間その薬（先発品）を独占的に製図・販売する権利が与えられます。 

特許期間が過ぎると、他の製薬会社から同じ有効成分を使った薬が製造・販売されるようになります。これが後発医薬品（ジェネリック医薬品）です。 

後発医薬品（ジェネリック医薬品）は先発品と同じ有効成分を使い、効き目、品質、安全性が同等な薬です。公的機関の審査を受け、国の基準、法

律に基づいて製造・販売されています。さらに、製品によっては大きさ、味、においなどで服用し易いように工夫したものもあります。また、値段についても先発

品から３～５割程度、なかには７割以上安く済む薬もあります。 

 

 

以上 

【お問い合わせ先】 

〒260-8645 

千葉県千葉市中央区富士見 2-20-1 日本生命千葉ビル 

全国健康保険協会千葉支部 

 （担当 ： 企画総務グループ 高橋、小田、岡村） 

TEL：043-308-0522  F A X：043-308-0633 

Mail：12kikaku-soumu.03v@kyoukaikenpo.or.jp 
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・協会けんぽ千葉⽀部ではジェネリック医薬品の使⽤促進を重点事項としており、平成31年3月に県と共同で開催したセミナーにおいて

毎年度8月及び2⽉を「ジェネリック医薬品推進⽉間」とし、オール千葉体制での取組を提⾔しました。

・令和元年度上期は8⽉のジェネリック医薬品推進⽉間を中⼼に重点的に広報を⾏ったほか、オール千葉体制の構築に向けて県内の

健康保険組合及び全市町村に対し、軽減額通知の同時期発送及び広報について協⼒依頼やアンケートを実施。今後もオール千葉

体制でジェネリック医薬品の使用促進の定着に向けた取組を実施していきます。

保険者向けアンケートの結果について

16 (55.2%) 14 (33.3%) 30 (42.3%)

9 (31.0%) 11 (26.2%) 20 (28.2%)

4 (13.8%) 17 (40.5%) 21 (29.6%)

29 (100.0%) 42 (100.0%) 71 (100.0%)

保険者計

合計

健康保組合 市町村

今後検討

対応可能

対応は難しい

20 (69.0%) 29 (69.0%) 49 (69.0%)

9 (31.0%) 13 (31.0%) 22 (31.0%)

29 (100.0%) 42 (100.0%) 71 (100.0%)

保険者計

合計

対応は難しい

対応可能

健康保組合 市町村

健康保険組合︓35組合中29組合より回答あり（82.8％） 市町村 ︓54市町村中42市町村より回答あり（77.8％）

１．ジェネリック医薬品軽減額通知の同時期実施について

※ 令和2年2月 同時期発送（予定）・・・27保険者

２．ジェネリック医薬品医薬品使用促進に向けた同時期広報について

令和元年8月の広報実施状況

・千葉支部はJR総武線（8/19〜）、JR京葉線（8/27〜）で実施
・千葉県では別途、京成電鉄、新京成電鉄、北総鉄道（全て8/21〜）で実施

≪ਗ਼੤র፼峴ઁ ઔ≫

効果を高めるため、複数の媒体で同一のデザインでの広報を実施。このほか、ラジオCM（ベイエフエム）や各種広報紙、
メルマガで広報を実施

≪WEB・バナー≫ ≪千葉⽇報（8/19掲載）≫

・千葉県内の成⼈をターゲットに約1,000万回を表示（８月9⽇〜9月8日）
・クリック後はジェネリック医薬品の使用促進を図るランディングページへ誘導（約1.5万件）

ジェネリック医薬品使用促進の取組

➡ ഥਮڮফڮা峬ৰ઱峁峨峃岞ਗ਼੤রづり広告は２月17঩عൕൗ੒৒峑峃岞

参考資料３

2ページ1ページ

・使用割合
・使用割合ごとの評価
・使用割合ごとのコメント など
をトップページに掲載し、
目を引く仕様にしました。

薬局別ジェネリック医薬品使用割合通知（A3両面）
・協会けんぽ千葉⽀部では情報提供ツールを活⽤し、千葉県内の薬局に⾃薬局の
ジェネリック医薬品使⽤割合を⾒える化した通知を送付しています。具体的には⾃薬
局の使⽤割合のほか、県内での⽴ち位置、どの薬でジェネリック医薬品の使⽤促進が
進んでいないかを⾒える化したものです。

参考資料４
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4ページ３ページ

薬局別ジェネリック医薬品使用割合通知（A3両面）

1ページ

・使用割合
・使用割合ごとの評価
・使用割合ごとのコメント など
をトップページに掲載し、
目を引く仕様にしました。

病院別ジェネリック医薬品使用割合通知（A3両面）

2ページ

・協会けんぽ千葉⽀部では情報提供ツールを活⽤し、千葉県内の病院に⾃薬局のジェネリック医薬品使⽤割合を
⾒える化した通知を送付しています。具体的には⾃薬局の使⽤割合のほか、県内での⽴ち位置、どの薬でジェネ
リック医薬品の使⽤促進が進んでいないかを⾒える化したものです。
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病院別ジェネリック医薬品使用割合通知（A3両面）

4ページ3ページ
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